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配当方針の変更に関するお知らせ 
 

当社は、本日開催の取締役会において、配当方針を下記の通り変更することといたしました

ので、お知らせいたします。 

 

記 

 

１．配当方針の変更について 

（１） 変更理由 

 当社グループは、株主の皆様への安定配当の維持を基本方針とし、収益の状況をベ

ースに事業環境、業績見通し、更には配当性向等の諸般の状況を総合的に勘案し、利

益還元を決定することを基本とする一方、更なる業容拡大を図るためにタンクコンテ

ナの増強を中心とした積極的な設備投資を行いつつ、財務体質を一段と強化すること

により、真に環境を保全する持続可能なビジネスの更なる進展を目指して配当を実施

して参りました。 

 今般、当社グループの企業価値向上に資する資本・財務戦略の一環として、財務健

全性の維持および収益・成長投資のバランスを勘案しつつ株主還元のさらなる充実を

図るため、下記の通り配当方針を変更することといたしました。 

 

（２） 変更内容 

変更前 

当社グループは、株主の皆様への安定配当の維持を基本方針とし、収益の

状況をベースに事業環境、業績見通し、更には配当性向等の諸般の状況を

総合的に勘案し、利益還元を決定することを基本としております。一方、

当社グループは、更なる業容拡大を図るためにタンクコンテナの増強を中

心とした積極的な設備投資を行いつつ、財務体質を一段と強化することに

より、真に環境を保全する持続可能なビジネスの更なる進展を目指してお

ります。 

こうした方針のもと、更なる成長に向けた投資をするために積極的な内部

留保を図り、必要なタイミングで設備投資に活用して企業価値を着実に向

上させながら、中長期的な業績見込みに応じて株主の皆様に着実に還元し

て参りたいと考えております。当社の剰余金の配当は、中間配当及び期末

配当の年２回を基本的な方針としております。配当の決定機関は、中間配

当は取締役会、期末配当は株主総会であります。 



  

変更後 

当社グループは、株主の皆様への安定配当の維持を基本方針とし、収益の

状況をベースに事業環境、業績見通し、更には配当性向等の諸般の状況を

総合的に勘案し、利益還元を決定することを基本としております。一方、

当社グループは、更なる業容拡大を図るためにタンクコンテナの増強を中

心とした積極的な設備投資を行いつつ、財務体質を一段と強化することに

より、真に環境を保全する持続可能なビジネスの更なる進展を目指してお

ります。 

こうした方針のもと、更なる成長に向けた投資をするために積極的な内部

留保を図り、必要なタイミングで設備投資に活用して企業価値を着実に向

上させながら、中長期的な業績見込みに応じて株主の皆様に着実に還元し

て参りたいと考えております。当社の剰余金の配当は、中間配当及び期末

配当の年２回を基本的な方針としております。配当の決定機関は、中間配

当は取締役会、期末配当は株主総会であります。 

なお、2024 年 12 月期から 2026 年 12 月期までの３年間につきましては、

連結配当性向 35％を基準とし、年間配当 60 円／株を下限とすることとい

たします。 

ただし、外部環境の変化等により、親会社株主に帰属する当期純利益が大

きく変動する事業年度については、その影響を考慮し配当額を決定いたし

ます。 

 

（３） 配当予定 

 2024 年 12 月期の中間配当に際し、設立 30 周年を記念し 25 円の記念配当を実施する

ほか、2025 年 12 月期～2026 年 12 月期につきましても、年間配当 60 円を下限としつ

つ業況を勘案しながら特別配当の実施も検討して参ります。 
 
 

以 上 


